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リアルタイム景況調査実施要項 

 

 

１．調査目的 

  本調査は、市内会員企業（小規模事業者）の景況感や、課題等を広く聴取し、データの集積 

及び周知、延いては要望事項の取りまとめに供するために実施するものである。 

 

２．調査時期     原則四半期に１回実施する。（年 4 回） 

 

３．第 20 回景況調査実施期間   2020 年 1 月 14 日（火）～24 日（金） 

 

４．調査方法        FAX による送付、FAX による回答 

 

５．調査対象     会員事業所：2,717 社（市内小規模事業者：FAX 登録有り） 

           （商工会議所部会） 

工業部会、商業部会、建設不動産業部会、流通業部会     

サービス業部会 

 

６．回収数        205 件回収/2,717 件（回収率 7.5％） 

※前回（第 19 回）：206 件回収/2,764 件（回収率 7.5％） 
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問１．回答者属性 

（１）業種 

 

※「その他」：梱包・保管・発送業、動物病院、看板工、梱包業 

 

（２）業歴 
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（３）資本金 

 

（４）従業員数 

 

（５）収益状況 

 

川口市の企業における今期 10-12 月の「収益状況」は、黒字が 38.5％（前期 7-9 月:40.8％）、収支トントン

37.6％（同：35.0％）、赤字 19.5％（同：19.4％）、回答なし 4.4％（同：4.9％）となりました。赤字が 0.1％、

収支トントンが 2.6％増加した一方、黒字が 2.3％減少しており、前期と比べ収益状況は僅かに悪化しました。 

「黒字」の回答が多数の階層は「業種別」の建設業、卸売業、運送業、不動産業、ソフトウェア・情報処理業

の 5 業種（同：±0）、「業歴別」の 5 年～20 年、31 年~40 年、61 年～70 年、81 年～90 年の 5 階層（同：+１）、

「資本金別」の 1 千万円超～1 億円以下の 3 階層（同：−1）、「従業員数別」の 6 人～20 人の１階層（同：±0）

です。「収支トントン」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、小売業の 2 業種（同：±0）、「業歴別」の 21

年～30 年、41 年～60 年、101 年以上の 4 階層（同：+1）、「資本金別」の個人事業主、500 万円超～1 千万円以

下の 2 階層（同：±0）、「従業員数別」の 0～5 人の 1 階層（同：±0）です。「赤字」の回答が多数の階層は「業

歴別」の 91 年～100 年の 1 階層（同：±0）です。 
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今回の調査の概要 

前々期（4-6 月）の大幅悪化以来、今期（10-12 月）の DI はやや改善。しかし先行き（1-3 月）

は全ての DI が悪化、特に売上高 DI が調査開始以来最悪となり一段と悪化が懸念される。 

 
各項目のＤＩの推移 

 

今期（10-12 月）の企業の景況感は売上高 DI、採算 DI、業況 DI、資金繰り DI が大幅に悪化した前々期（4-

6 月）以来やや改善しました。売上高 DI が前期（7-9 月）−15.0 から今期−12.7、採算 DI は前期−22.8 から今期

−8.7、業況 DI は前期−25.7 から今期−18.1 と改善したものの、前年同期比では大幅悪化以前の水準には戻ってい

ません。資金繰り DI のみ前期−13.6 から今期−13.7 と 0.1 マイナスですが実質横ばいです。仕入単価 DI は前期

−32.5 から−27.3 と 3 期連続で改善し、従業員 DI は前期 15.0 から今期 13.1 やや改善しましたが、いずれも製造

業の長引く輸出低迷による生産縮小が背景にあると考えられます。 

業種別の多数回答（今期） ※空欄は回答が分かれているもの、ＮＡは回答なし 

 

業種の特徴では製造業、建設業、卸売業、不動産業、サービス業の 5 業種で全ての項目で「不変」の回答が多
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数でした。製造業、建設業、不動産業は前期に続き全ての項目で「不変」の回答が多数でした、卸売業は仕入単

価は前期「上昇」から全て「不変」の回答が多数となりました。小売業は前期同様今期も売上高「減少」、採算「悪

化」、仕入単価「上昇」、従業員数と資金繰り「不変」となりましたが、業況が前期「悪化」から今期は回答が分

かれました。運送業は前期同様今期も従業員数が「不足」、業況が「不変」の回答が多数となりましたが、売上高

は前期回答が分かれましたが今期「不変」、仕入単価が前期「上昇」から今期「不変」、採算・資金繰りが前期「不

変」から今期回答が分かれました。飲食業は売上高が前期同様今期も「不変」の回答が多数でしたが、前期採算

「悪化」、仕入単価「上昇」、従業員数・資金繰り「回答なし」、業況が「不変」から今期はいずれも回答が分かれ

ました。印刷・出版業は前期全て「不変」でしたが今期は仕入単価では「上昇」の回答が多数となり、業況と資

金繰りでは回答が分かれました。ソフトウェア・情報処理業も前期全て「不変」でしたが今期従業員数のみ「不

足」の回答が多数に変わりました。 

一方、先行きの見通しは売上高 DI が−30.8、採算 DI が−27.3、仕入単価 DI が−30.7、従業員数 DI が 14.1、

業況 DI が−26.8、資金繰り DI が−17.0 と全て悪化しました。特に売上高 DI は−30.8 と調査開始以来最悪の値と

なりました。 

業種別の多数回答（先行き） ※空欄は回答が分かれているもの、ＮＡは回答なし 

 

業種の特徴では建設業とサービス業の 2 業種は今期同様先行きも全て「不変」の回答が多数です。製造業は今

期全て「不変」から売上高のみ先行き「減少」の回答が多数となりました。卸売業は今期全て「不変」から先行

きは売上高と業況で回答が分かれ、採算「悪化」、仕入単価「上昇」の回答が多数となりました。小売業は今期同

様先行きも売上高「減少」、採算「悪化」、仕入単価「上昇」、従業員数・資金繰り「不変」でしたが、業況は今期

回答が分かれましたが先行きは「悪化」の回答が多数になりました。運送業は今期同様先行きも売上高は「不変」、

従業員数は「不足」でしたが、採算と資金繰りは今期回答が分かれていましたが先行きは「悪化」、仕入単価が今

期「不変」から先行き回答が分かれ、業況は今期「不変」から先行き「悪化」の回答が多数となりました。不動

産業は今期全て「不変」でしたが、先行きは売上高は回答が分かれ、仕入単価が「回答なし」が多数となりまし

た。飲食業は前期売上高のみ「不変」、他の項目は回答が分かれましたが、先行きは全ての項目で回答が分かれま

した。印刷・出版業は今期同様先行きも従業員数「不変」、資金繰りは回答が分かれましたが、売上高と採算が今

期「不変」から今期回答が分かれ、仕入単価が今期「上昇」から先行き「不変」、業況は今期回答が分かれました

が先行き「悪化」の回答が多数となりました。ソフトウェア・情報処理業は売上高、業況、資金繰りが今期同様

「不変」でしたが、採算が今期「不変」から先行きは「悪化」、仕入単価が今期「不変」から先行き「上昇」、従

業員数が今期「不足」から先行き「不変」の回答が多数となりました。 

12 月日銀短観では大企業製造業の景況感は 4 四半期連続で悪化しました。米中貿易摩擦や台風 19 号による操

業停止などで自動車や生産用機械など輸出依存度の高い製造業は悪化が続き、10-12 月の鉱工業生産指数速報も

2 四半期連続で低下しました。非製造業は 10 月の消費税増税や暖冬による冬物商品の不振により 12 月の商業動
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態統計の小売販売額は前年同期比で 3.8％減少しました。川口市の景況感は今期やや改善したものの、前々期（4-

6 月）以来の大幅な悪化は続いています。また先行きは全ての DI が悪化する見通しで、特に売上高 DI は本調査

開始以来最悪の−30.8％と川口市の経営者の先行き懸念がいかに大きいかを示しています。新型コロナウィルス

による中国国内の生産停止や消費縮小が長引けば、景況感の一段の悪化見通しが現実となる恐れがあります。 

 

問２．景況感について 

２－１．売上高 

 

今期 10-12 月の川口市の企業の売上高は、「増加」が 20.5％（前期 7-9 月：18.0％）、「不変」が 46.3％（同：

45.1％）、「減少」が 33.2％（同：33.0％）、回答なしが 0.0％（同：3.9％）です。「増加」が 2.5％、「減少」が

0.2％、「不変」が 1.2％増加する一方、「回答なし」が 3.9％減少しており前期に比べ改善の兆しがみえます。 

「増加」の回答が多数の階層は「業歴別」の 91 年～100 年の 1 階層（同：+1）、「資本金別」の 5 千万円超～

1 億円以下の 1 階層（同：+1）です。「減少」の回答が多数の階層は「業種別」の小売業、その他の 2 業種（同：

+1）、「業歴別」の 11 年～20 年、61 年～80 年の 3 階層（同：+1）、「資本金別」の個人事業主の 1 階層（同：±

0）です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、運送業、不動産業、飲食業、印

刷・出版業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業の 9 業種（同：±0）、「業歴別」の 5 年～10 年、21 年～60

年、81 年～90 年、101 年以上の 7 階層（同：±0）、「資本金別」の 500 万円以下～3 千万円以下の 3 階層（同：

±0）、「従業員数別」0～20 人の全 2 階層（同：±0）です。 

 先行き見通しは「増加」が 11.2％、「不変」が 43.4％、「減少」が 42.0％、回答なしが 3.4％です。「増加」が

9.3％減少する一方、「減少」が 8.8%増加しており、今期に比べ再び悪化に転じる見通しです。 

「増加」の回答が多数の階層は「資本金別」の 5 千万円超～1 億円以下の 1 階層です。「減少」の回答が多数の

階層は「業種別」の製造業、小売業の 2 業種、「業歴別」の 11 年～20 年、61 年～80 年、91 年～101 年以上の 5

階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円超～1 千万円以下、3 千万円超～5 千万円以下の 3 階層、「従業員数

別」の 0～5 人の 1 階層です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の建設業、運送業、ソフトウェア・情報

処理業、サービス業、その他の 5 業種、「業歴別」の 5 年～10 年、21 年～60 年、81 年～90 年の 6 階層、「資本

金別」の 500 万円以下、1 千万円超～3 千万円以下の２階層、「従業員数別」の 6～20 人の 1 階層です。 

 売上高 DI の比較では、川口市の企業は前期の−15.0 から今期−12.7 と 2 期連続改善しましたが、先行きは−30.8

と調査開始以来最悪の値になる見通しです。日本商工会議所、中小機構、埼玉県の調査と比べ、今期はマイナス
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幅が最も小さく改善しましたが、先行きは大幅に悪化しマイナス幅が最も大きくなっています。 

 

 

２－２．採算 

 

 今期 10-12 月の川口市の企業の採算（経常利益）は、「好転」が 17.6％（前期 7-9 月：9.2％）、「不変」が 55.1％

（同：54.9％）、「悪化」が 26.3％（同：32.0％）、「回答なし」が 1.0％（同：3.9％）です。「好転」が 8.4％、「不

変」が 0.2％増加する一方、「悪化」が 5.7 減少し、前期に続き改善傾向が見られました。 

「好転」の回答が多数の階層は「業歴別」の 91 年～100 年の 1 階層（同：+1）、「資本金別」の 5 千万円超～

1 億円以下の 1 階層（同：+1）です。「悪化」の回答が多数の階層は「業種別」の小売業の 1 業種（同:−１）、「業

歴別」の 71 年～80 年の 1 階層（同：−1）、「資本金別」の個人事業主、3 千万円超～5 千万円以下の 2 階層（同：

＋1）です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、不動産業、印刷・出版業、ソ

フトウェア・情報処理業、サービス業の 7 業種（同：−2）、「業歴別」の 5 年~10 年、21 年～60 年、81 年～90

年、101 年以上の 7 階層（同：−1）、「資本金別」の 500 万円以下～3 千万円以下の 3 階層（同：−2）、「従業員数

別」の 0～20 人の全 2 階層（同：±0）です。 

先行き見通しは、「好転」が 9.3％、「不変」が 51.2％、「悪化」が 36.6％、「回答なし」が 2.9％です。「好転」

が 8.3％、「不変」が 3.9％減少する一方、「悪化」が 10.3％と大幅に増加しており今期に比べ悪化の見通しです。 

全ての属性で「好転」の回答が多数の階層は「資本金別」の 5 千万円超～1 億円以下の 1 階層です。「悪化」の

回答が多数の階層は「業種別」の卸売業、小売業、運送業、ソフトウェア・情報処理業の 4 業種、「業歴別」の

41 年～50 年、61 年～80 年、91 年～100 年の 4 階層、「資本金別」の個人事業主、3 千万円超～5 千万円以下の

2 階層です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、不動産業、サービス業の 4 業種、「業

歴別」の 5 年～40 年、51 年～60 年、81 年～90 年の 6 階層、「資本金別」の 500 万円以下～3 千万円以下の 3 階
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層、「従業員数別」の 0～20 人の全 2 階層です。 

川口市の企業の採算 DI は前期−22.8 から今期−8.7 と前期から大幅に改善しましたが、先行きは−27.3 と大幅

に悪化する見込みです。日本商工会議所、中小機構、埼玉県調査に比べ、今期はマイナス幅が最も小さく改善し

ましたが、先行きは大幅に悪化しマイナス幅が最も大きくなっています。 

 

 

２－３．仕入単価 

 

今期 10-12 月の川口市の企業の仕入単価は、「下落」が 4.4％（前期 7-9 月：4.4％）、「不変」が 60.5％（同：

54.9％）「上昇」が 31.7％（同：36.9％）、「回答なし」が 3.4％（同：3.9％）です。「上昇」が 5.2%減る一方、

「下落」は前期±0％、「不変」が 5.6％増えており、3 期続けて改善傾向となりました。 

全ての属性で「下落」の回答が多数の階層はありません。「上昇」の回答が多数の階層は「業種別」の小売業、

印刷・出版業、その他の 3 業種（同：−2）、「業歴別」の 81 年～100 年の 2 階層（同：±0）、「資本金別」の 5 千

万円超～1 億円以下の 1 階層（同：±0）です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸

売業、運送業、不動産業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業の 7 業種（同：+1）、「業歴別」の 5 年未満～

80年、101 年以上の 10 階層（同：+2）、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～5 千万円以下の 5 階層（同：

±0）、「従業員数別」の 0～20 人の全 2 階層（同：±0）です。 

 先行き見通しでは、「下落」が 4.4％、「不変」が 53.2％、「上昇」が 35.1％、「回答なし」が 7.3％です。「上昇」

が 3.4%増加、「下落」が±0％である一方、「不変」は 7.3％減少しており、やや上昇傾向です。 

 全ての属性で「下落」の回答が多数の階層はありません。「上昇」の回答が多数の階層は「業種別」の卸売業、

小売業、ソフトウェア・情報処理業、その他の 4 業種、「業歴別」の 5 年～20 年、61 年～70 年、81 年～90 年の

4 階層、「資本金別」の 1 千万円超～3 千万円以下、5 千万円超～1 億円以下の 2 階層です。「不変」の回答が多数
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の階層は「業種別」の製造業、建設業、印刷・出版業、サービス業の 4 業種、「業歴別」の 5 年未満、21 年～60

年、71 年～80 年、91 年～101 年以上の 8 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～1 千万円以下、3 千

万円超～5 千万円以下の 4 階層、「従業員数別」の 0～20 人の全 2 階層です。 

川口市の企業の仕入単価 DI は前期−32.5 から今期−27.3 と改善したものの、先行きは−30.7 と再び悪化の見通

しです。日本商工会議所、中小機構の調査に比べ今期はマイナス幅が小さく優位性がありましたが、先行きは差

はなくなっています。また、マイナス幅自体は依然として大きく、各地域とも厳しい状況が続きます。 

 

 

２－４．従業員 

 

今期 10-12 月の川口市の企業における従業員数は、「不足」が 15.1％（前期 7-9 月：16.0％）、「不変」が 82.0％

（同：79.1％）、「過剰」が 2.0％（同：1.0％）、「回答なし」が 1.0％（同：3.9％）です。「不足」が 0.9%減少し、

「不変」が 2.9%、「過剰」が 1.0％増加していますが、増減幅は小さく前期に比べほぼ横ばいといえます。 

全ての属性で「過剰」の回答が多数の階層はありません。「不足」の回答が多数の階層は「業種別」の運送業、

ソフトウェア・情報処理業の 2 業種（同：+1）です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設

業、卸売業、小売業、不動産業、印刷・出版業、サービス業の 7 業種（同：−2）、「業歴別」の 5 年未満～101 年

以上の全 12 階層（同：+1）、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～1 億円以下の全 6 階層（同：±0）、「従

業員数別」の 0～20 人の全 2 階層（同：±0）です。 

 先行きの見通しでは、「不足」が 16.1％、「不変」が 77.6％、「過剰」が 2.0％、「回答なし」が 4.4％です。「不

変」が 4.4％減少した一方、「不足」が 1.0%増加、「過剰」は±0％と増減幅は小さく今期同様先行きも横ばいの

見通しです。 

今期同様、全ての属性で「過剰」の回答が多数の階層はありません。「不足」の回答が多数の階層は「業種別」

の運送業の 1 業種です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、不動産
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業、印刷・出版業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業の 8 業種、「業歴別」の 5 年未満～101 年以上の全

12 階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～1 億円以下の全 6 階層、「従業員数別」の 0～20 人の全 2 階

層です。 

川口市内の企業の従業員 DI は前期 15.0 から今期 13.1 とやや改善しましたが先行きは 14.1 とやや悪化する見

通しです。日本商工会議所や中小機構の調査に比べると川口市の企業の従業員 DI の優位性がみられます。ただ

し、雇用状況の改善ではなく、米中貿易戦争の影響を受けた製造業の輸出低迷により、生産が縮小し人手不足感

が緩和されていることが背景にあります。厚生労働省が発表した 2019 年平均の有効求人倍率も過去 3 番目の高

さであるものの 10 年ぶりに低下しており、製造業を中心に採用意欲の低下が見られています。 

 

 

２－５．業況 

 

今期 10-12 月の川口市の企業における業況は、「好転」が 11.2％（前期 7-9 月：7.8％）、「不変」が 58.5％（同：

56.3％）、「悪化」が 29.3％（同：33.5％）、「回答なし」が 1.0％（同：2.4％）です。「好転」が 3.4%、「不変」が

2.2％増加する一方、「悪化」が 4.2％減少しており 4 期ぶりに改善しました。 

「好転」の回答が多数の階層は「資本金別」の 5 千万円超～1 億円以下の 1 階層（同：+1）です。「悪化」の

回答が多数の階層は「業歴別」の 11 年～20 年、61 年～80 年の 3 階層（同：+1）、「資本金別」の個人事業主の

1 階層（同：±0）です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、運送業、不動産

業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業、その他の 8 業種（同：−2）、「業歴別」の 5 年未満～10 年、21 年

～60 年、81 年～90 年、101 年以上の 8 階層（同：±0）、「資本金別」の 500 万円以下～5 千万円以下の 4 階層

（同：−1）、「従業員数別」の 0～20 人の全 2 階層（同：±0）です。 

 先行き見通しは、「好転」が 7.3％、「不変」が 55.6％、「悪化」が 34.1％、「回答なし」が 2.9％です。「好転」
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が 3.9％、「不変」が 2.9％減少する一方で、「悪化」が 4.8％増加しており前期に比べて悪化の見通しです。 

「好転」の回答が多数の階層は「資本金別」の 5 千万円超～1 億円以下の 1 階層です。「悪化」の回答が多数の

階層は「業種別」の小売業、運送業、印刷・出版業の 3 業種、「業歴別」の 61 年～80 年、91 年～101 年以上の

4 階層です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、不動産業、ソフトウェア・情報処理業、

サービス業、その他の 6 業種、「業歴別」の 5 年～10 年、21 年～60 年、81 年～90 年の 6 階層、「資本金別」の

500 万円以下～5 千万円以下の 4 階層、「従業員数別」の 0～20 人の全 2 階層です。 

 業況 DI は前期−25.7 から今期−18.1 と改善しましたが、前年同期比でマイナス幅が 15.6 と依然として悪化の

状況が続いています。先行きは−26.8 と再び悪化する見通しです。今期は日本商工会議所、中小機構の DI と比

べ業況 DI のマイナス幅は小さく優位性がありますが、先行きは悪化しマイナス幅は日本商工会議所とほぼ同じ

で、中小機構を下回りました。 

 

 

２－６．資金繰り 

 

今期 10-12 月の川口市の企業における資金繰りは、「好転」が 7.8％（前期 7-9 月：6.8％）、「不変」が 70.2％

（同：70.4％）、「悪化」が 21.5％（同：20.4％）、「回答なし」が 0.5％（同：2.4％）です。「好転」が 1.0％、「悪

化」が 1.1％増加する一方、「不変」は 0.2％減少していますが、増減幅は小さく前期に比べ横ばいです。 

全ての属性で「好転」の回答が多数の階層はありません。「悪化」の回答が多数の階層は「業種別」のその他の

1 業種（同：+1）です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、不動産業、

ソフトウェア・情報処理業、サービス業の 7 業種（同：−3）、「業歴別」の 5 年未満～101 年以上の全 12 階層（同：

+1）、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～5 千万円以下の 5 階層（同：−1）、「従業員数別」の 0～20 人の
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全 2 階層（同：±0）です。 

 一方、今後の資金繰りの先行き見通しでは、「好転」が 5.9％、「不変」が 69.3％、「悪化」が 22.9％、回答なし

が 2.0％となっています。「好転」が 1.9％、「不変」が 0.9％減少する一方、「悪化」が 1.4％増加していますが、

増減幅は小さく今期に比べ横ばいといえます。 

今期同様全ての属性で「好転」の回答が多数の階層はありません。「悪化」の回答が多数の階層は「業種別」の

運送業、その他の 2 業種です。「不変」の回答が多数の階層は「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、不

動産業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業の 7 業種、「業歴別」の 5 年未満～101 年以上の全 12 階層、「資

本金別」の個人事業主、500 万円以下～5 千万円以下の 5 階層、「従業員数別」の 0～20 人の全 2 階層です。 

川口市の企業の資金繰り DI は前期−13.6 から今期−13.7 とほぼ横ばいですが、先行きは−17.0 とやや悪化する

見通しです。今期は日本商工会議所、中小機構の調査と比べマイナス幅はほぼ同じですが、埼玉県の調査よりも

上回っています。先行きは日本商工会議所よりもマイナス幅は大きくなっており優位性は失われています。 

 

 

 
問３ 貴社における地域貢献への取り組みについて伺います。 
問３－１ 地域貢献への取り組みを行っているかどうか、該当の項目を１つお選びください。 

□ １：行っている →（問３－２へ）  □ ２：行っていない →（問３－５へ）  

 

 地域貢献への取組について聞いたところ、行っている：77 社（37.6％）、行っていない：125 社（61.0％）と

なりました。 

 「地域貢献を行っている」の回答が多数の階層は、「業種別の」小売業、不動産業、飲食業の 3 業種、「業歴別」

の 61 年～70 年、81 年～90 年、101 年以上の 3 階層、「資本金別」の 3 千万円超～1 億円以下の 2 階層でした。 

 「地域貢献を行っていない」の回答が多数の階層は、「業種別」の製造業、建設業、卸売業、運送業、印刷・出

版業、ソフトウェア・情報処理業、サービス業、その他の 8 業種、「業歴別」の 5 年～60 年、71 年～80 年の 7

階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～3 千万円以下の 4 階層、「従業員数」の 0～20 人の全 2 階層で

した。 
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問３－２ 貴社で行っている具体的な地域貢献活動について、該当の項目をお選びください。 
（複数選択可） 

① 経済の振興に関する活動 

１：地場産業の活性化    ２：商店街の活性化 

３：特産品や農水産物など地域資源の活用  ４：創業支援や他企業の経営支援 

② 文化・環境に関する活動 

５：祭りや伝統行事の開催、維持、参加   ６：地域における文化やスポーツの振興 

７：地域の美化や緑化   ８：地域の環境保全 

③ 教育に関する活動 

９：経済・金融・消費者教育    10：起業家教育   

11：工場見学など企業活動の公開  12：職場体験・インターンシップの受け入れ 

④ 雇用に関する活動 

13：高齢者の雇用・就業支援         14：障害者の雇用・就業支援 

15：ニート・フリーターの雇用・就業支援   16：ホームレスの雇用・就業支援 

17：元受刑者の雇用・就業支援        18：外国人労働者の雇用・就業支援 

⑤ 治安・安全・防災に関する活動 

19：防犯活動   20：交通安全活動   21：消防・防災活動 

⑥ 保険・医療・福祉に関する活動 

  22：高齢者の生活支援  23：障害者の生活支援 

  24：生活困窮者やホームレスの支援  25：食の安全確保  26：育児支援 

⑦ その他 他の取り組みがあればご記入ください。 

27：その他           
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 地域貢献を行っていると回答した企業に具体的活動内容を聞いた。 

 分野別の構成比では、1 位「文化・環境に関する活動」：32.9％、2 位「治安・安全・防災に関する活動」：17.7％、

3 位「経済の振興に関する活動」：17.3％、4 位「雇用に関する活動」：13.1％、5 位「教育に関する活動」：10.2％、

6 位「保険・医療・福祉に関する活動」：6.0％、7 位「その他」：2.8％でした。 

 具体的取り組み内容の上位 10 位は、1 位「祭りや伝統行事の開催、維持、参加」：48 社、2 位「地場産業の活

性化」：28 社、3 位「高齢者の雇用・就業支援」：25 社、4 位「地域の美化や緑化」：24 社、5 位「防犯活動」、同

「消防・防災活動」：17 社、7 位「交通安全活動」：16 社、8 位「職場体験・インターンシップの受け入れ」：14

社、9 位「地域の環境保全」：13 社、10 位「商店街の活性化」：12 社でした。 

 

「その他」の自由回答は以下の通りです（原文ママ） 

「町会協力」「市福会福祉協議会を通じての支援活動を行っている。」「環境」「高齢者の集りの場を提供（月 1

回）」「ユニセフ、赤十字等 寄付」「沢山ありすぎて書ききれません。」「近くの中学校へ学生新聞用スタンドの

寄贈を行った。」「子育て中の母親への仕事の創出、又家庭内での可能な仕事を目指し商品の開発を行っており

ます。」 

 

問３－３ 質問３－２で回答した方にお伺いします。 上記の活動を行うことになった理由につ
いて、該当の項目をお選びください（複数選択可）。 

１：地域とのつながりの強化  ２：企業イメージの向上  ３：地域の活性化 

４：行政・地域からの要請   ５：地域への利益の還元  ６：社内の活性化 

７：従業員の確保       ８：この活動をするための企業（団体）だから 

９：その他（                                     ） 

 

地域貢献を行っていると回答した企業に活動を行うことになった理由を聞いたところ、1 位「地域とのつなが

りの強化」：52 社、2 位「地域の活性化」：25 社、3 位「企業イメージの向上」、同「行政・地域からの要請」：17

社、5 位「地域への利益の還元」：11 社、6 位「社内の活性化」、同「従業員の確保」：7 社。8 位「この活動をす

るための企業（団体）だから」、同「その他」：2 社でした。 

1 位「地域とのつながりの強化」の回答が多数の階層は、「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、不動

産業、飲食業、サービス業、その他の 8 業種、「業歴別」の 11 年～20 年。31 年～70 年、91 年～101 年以上の

７階層、「資本金別」の個人事業主、500 万円以下～3 千万円以下の 4 階層、「従業員数別」の 0～20 人の全 2 階

層です。 

2 位「地域の活性化」の回答が多数の階層は「資本金別」の 5 千万円超～1 億円以下の 1 階層です。 

3 位「企業イメージの向上」の回答が多数の階層は「業種別」の運送業の 1 業種です。 

6 位「従業員の確保」の回答が多数の階層は「業歴別」の 5 年～10 年の 1 階層です。 

全ての属性で 3 位「行政・地域からの要請」、5 位「地域への利益の還元」、6 位「社内の活性化」、8 位「この

活動をするための企業（団体）だから」、同「その他」の回答が多数の階層はありませんでした。 

 「その他」の自由回答は「自発」「孤独死防止の為」でした。（原文ママ） 
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問３－４ 地域貢献への取り組みを行った結果、効果があったことを差支えなければ教えてくだ
さい。 

地域貢献活動 効果 

消防職員、団員への仕事が増えた。 

地域とのつながりで声をかけてもらえる 皆や地域のようすがよくみえる。 

車両の出し入れに協力してくれる。 

市の広報に掲載されたので、思いがけない方々より「良い事をやっているね」と声を掛けられた。 

地元の仲間が増えた。 

地域貢献といっても、小規模企業なので、商工会議所の活動を積極的に行うことが、地域貢献と思いやっております。 

顧客より感謝された。 

地域に貢献する為に行っている事が、必ず自分自身の為になります。人との接し方、話し方、考え方が良い方向へと変わ

ってきます。但し、いい加減に欲を目当てに行っていると逆効果に必ずなります。 

当店を知ってもらう一助になった。 

市産品フェア等の参加に関しては、特殊業界は、効果が上がりませんね。 

最近、子育て中の母親を雇用いたしました。 

川口地区の旅行社に対しての法令の遵守における活動と事業継承のミーティング等 

現業に関係なく取り組んだ結果、それを狙ったわけではないが、売上増加になった。 

 
問３－５ 質問３－１で「地域貢献への取り組みを行っていない」と回答した方にお伺いします。  

その理由について、該当の項目をお選びください。（複数選択可） 
   １：時間的な余裕がない   ２：きっかけがない  ３：経済的な余裕がない 

４：何をやってよいか分からない  ５：メリットがない 

６：その他（                                     ） 

 
 地域貢献を行っていないと回答した企業に理由を聞いたところ、1 位「時間的余裕がない」：66 社、2 位「経済

的な余裕がない」：52 社、3 位「きっかけがない」：44 社、4 位「何をやってよいか分からない」：35 社、5 位「メ

リットがない」：13 社、6 位「その他」：6 社でした。 

 1 位「時間的な余裕がない」の回答が多数の階層は、「業種別」の製造業、建設業、卸売業、小売業、印刷・出

版業の 5 業種。「業歴別」の 5 年～10 年、21 年～80 年の 7 階層、資本金別の 500 万円以下～3 千万円以下の 3

階層、「従業員数別」の 0～20 人の全 2 階層です。 

 2 位「経済的余裕がない」の回答が多数の階層は、「業種別」のサービス業、その他の 2 業種、「業歴別」の 91

年～100 年の 1 階層、「資本金別」の 3 千万円超～5 千万円以下の 1 階層です。 

 3 位「きっかけがない」の回答が多数の階層は、「業歴別」の 5 年未満、11 年～20 年の 2 階層、「資本金別」

の 5 千万円超～1 億円以下の 1 階層です。 



 

17 

 

 4 位「何をやってよいか分からない」の回答が多数の階層は、「業種別」の不動産業の 1 業種です。 

 全ての属性で 5 位「メリットがない」、6 位「その他」の回答が多数の階層はありませんでした。 

 「その他」の自由回答は以下のとおりです。（原文ママ） 

「人的余裕がない」「業種の違い？」「町内会活動程度で精一杯」「他のボランティア活動のため」 

「個人で行っている」 

 

問４ 自社が直面している経営上の問題等や地域の課題等、該当の項目をお選びください。 

（複数選択可） 
１：円相場に伴う経営への影響・見通し ２：受注単価・販売価格の動向 
３：雇用の状況            ４：生産・出荷・在庫・輸出の状況 
５：生産拠点の国内回帰の動き     ６：地域経済や地域産業の新たな動き 
７：その他（                                   ） 

 

 自社が直面している経営上の問題点や地域の課題について聞いたところ、1 位「受注単価・販売価格の動向」：

93 社（前期 7-9 月：99 社）、2 位「雇用の状況」：76 社（同：81 社）、3 位「生産・出荷・在庫・輸出の状況」：

29 社（同 25 社）、4 位「地域経済や地域産業の新たな動き」：25 社（同：30 社）、5 位「その他」：20 社（同：

18 社）、6 位「円相場に伴う経営への影響・見通し」：19 社（同：21 社）、7 位「生産拠点の国内回帰の動き」：

13 社（同：9 社）でした。3 位「生産・出荷・在庫・輸出の状況」と 4 位「地域経済や地域産業の新たな動き」、

および 5 位「その他」と 6 位「円相場に伴う経営への影響・見通し」との順位が入れ替わりました。 

1 位「受注単価・販売価格の動向」の回答が多数の階層は、「業種別」の製造業、卸売業、小売業、サービス業、

の 4 業種（同：−1）、「業歴別」の 11 年～20 年、31 年～100 年の 8 階層（同：+1）、「資本金別」の個人事業主、

500 万円以下、1 千万円超～3 千万円以下、5 千万円超～1 億円以下の 4 階層（同：−2）、「従業員数別」の 0～5

人の 1 階層（同：±0）です。 

2 位「雇用の状況」の回答が多数の階層は、「業種別」の運送業の 1 業種（同：−1）、「業歴別」の 5 年～10 年、

21 年～30 年の 2 階層（同：+1）、「資本金別」の 500 万円超～1 千万円以下、3 千万円超～5 千万円以下の 2 階

層（同：+2）です。 

5 位「その他」の回答が多数の階層は「業種別」のその他の 1 業種（同：+1）、「業歴別」の 5 年未満の 1 階層

（同：+1）です。 

全ての属性で 3 位「生産・出荷・在庫・輸出の状況」、4 位「地域経済や地域産業の新たな動き」、6 位「円相

場に伴う経営への影響・見通し」、7 位「生産拠点の国内回帰の動き」の回答が多数の階層はありませんでした。 

 

6 位「その他」の自由回答は以下のとおりです。（原文ママ） 

「資金繰り」「仕入単価の上昇」「不買運動による注文の減少」「材質変更」「米中の貿易摩擦や消費税増税
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による仕事量の減少」「受注減」「米種の転換」「毎年、施工の数にばらつきがある」「増税、オリンピック

開催後の景気」「高齢による閉店のタイミング」「受注の減少」「内職業の加工単価が低すぎる」「受注の減

少」「増税が大きく響いている」「専門の職人の不足」「後継者の育成等」「事業継承に関する問題」 

 

景況感や付帯調査に関する具体的なご意見や事例 

コメント 

1.外国人の問題（英語圏の外国人はいない）   2.人手不足によるレスポンスの悪化 

（人手不足）得意先が東京の為、地域貢献ができない。 

昨年は災害が多かった為、原材料の入手が少なかったので仕事がなかった。 

小さな会社では、毎月の仕事をしっかりと進めて行くことで時間がない。 

教員で消費増税を値上げと思っているバカ教員がいる。 

洋服業界の不振、業界全体それでも頑張っていきます。 

新規の獲得が厳しく、取れても利益確保が難しい。 

大型ドライバーの不足 大手に行く人がいるらしい。 先見通しない。 

人手不足が最大の要因であります。 

不動産賃貸業なので、川口のイメージアップが、直接我が社の商品（テナント）の価値を高めてくれます。そのため商

工会議所だけでなく、町会活動も参加し住みよい街づくりにお役に立てればと考えております。 

私個人の考えとしては、川口はもっとブランディング化してほしいと思います。 

昨年の後半から仕事量の減少が著しく見られる。 

資源リサイクルにおいては、韓国・中国との状況が良くなると、良くなると思います。 

地域貢献活動に頭を使うことと、商売上新しい取組に頭を使うことは同じことだと思っています。 

商売上ずっと同じ事ばかりやっている方は、地域貢献活動もできないと思っています。 

物作りの環境の変化が早く対処に苦慮しています。 

先の事はわからない。 

消費税がきつい。 

働き方改革と世の中では、どの様に生産・収入に繋がるのでしょうか？ 

零細中小企業への見直し問題。 

製品の販売が最大の課題で苦慮しております。 

公が忖度なしの事業の発注をしているか？ 旅行に対しては無いと信じたいが。 

至急品、求人、対策が問題だと確認して地域貢献もしなければならないということが理解できました。 

以前は工場見学のイベントに参加するも、現在は対応できる人員の確保が難しい。 
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①属性別「収益状況」 

業種別収益状況 

 

業歴別収益状況 

 

資本金別収益状況 

 

従業員別収益状況 
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②属性別景況感（売上高） 

業種別売上高 

 

業歴別売上高 
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資本金別売上高 

 

 

従業員数別売上高 
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③属性別景況感（採算） 

業種別採算 

 

業歴別採算 
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資本金別採算 

 

 

従業員数別採算 
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④属性別景況感（仕入単価） 

業種別仕入単価 

 

業歴別仕入単価 
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資本金別仕入単価 

 

従業員数別仕入単価 
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⑤属性別景況感（従業員） 

業種別従業員 

 

業歴別従業員 
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資本金別従業員 

 

 

従業員数別従業員 
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⑥属性別景況感（業況） 

業種別業況 

 

業歴別業況 
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資本金別業況 

 

従業員数別業況 
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⑦属性別景況感（資金繰り） 

業種別資金繰り 

 

業歴別資金繰り 
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資本金別資金繰り 

 

従業員数別資金繰り 
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⑧属性別  地域貢献への取り組みを行っているか 
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⑨属性別 貴社で行っている具体的な地域貢献活動 
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⑩属性別 地域貢献活動を行うことになった理由 
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⑪地域貢献活動を行っていない理由 
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⑫属性別 自社が直面している経営上の問題等や地域の課題等 
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川口商工会議所 総務広報課宛（FAX 048-228-2221） 

第 20回（10-12 月期） 川口商工会議所リアルタイム景況調査へのご協力のお願い 

令和２年１月１４日 

会員のみなさまへ 
日ごろより、本商工会議所の事業運営に、ご理解ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

当所では、市内企業の景況を調査するため、四半期に一度「リアルタイム景況調査」を実施しております。こ

のたび、第 20 回（10-12 月期）調査を実施いたしますので、お忙しいところ、誠に恐縮ですが、該当部分にチェ

ックのうえ、１月２４日（金）までに、ファックスにてご返信いただきますようお願いいたします。  

 皆様のご協力のもと、本調査結果につきましては、引続き本市中小企業支援や行政への意見要望等の参考とさ

せて頂きます。また、過去の調査結果につきましては、本商工会議所ホームページに掲載 

しておりますのでご参照ください。https://www.kawaguchicci.or.jp/realtime/     川口商工会議所  

                         

問１ 貴社の状況について、お伺いします。（１）～（５）についてそれぞれ該当する番号をご回答ください。 

（１）業種 ＊複数業種の場合は売上比率の最も高い業種を１つお選びください。 

1 製造業 2 建設業 3 卸売業 4 小売業 

5 運輸業 6 不動産業 7 飲食業 8 印刷・出版業 

9 ソフトウェア・情報処理業        10 サービス業 

11 その他（                     ） 

（２）業歴 

1 5年未満 2 5～10年 3 11年～20年 4 21年～30年 

5 31年～40年 6 41年～50年 7 51年～60年 8 61年～70年 

9 71年～80年 10 81年～90年 11 91年～100年 12 101年以上 

（３）資本金 

1 個人事業主 2 500万円以下 3 500万円超～1千万円以下 

4 1千万円超～3千万円以下 5 3千万円超～5千万円以下 6 5千万円超～1億円以下 

7 1億円超～  

（４）従業員数 

1 0～5人 2 6人～20人 3 21人以上 

（５）収益状況（直近の決算、それ以外は今期の見込み） 

1 黒字 2 収支トントン 3 赤字 

 

問２ 貴社の景況感について、回答できる範囲で、該当部分に☑チェックをご記入ください。 

＊設問の「今期」は ２０１９年１０月～１２月としてお答えください。 

 

1 売上高 
（１）今期（７月～９月と比べ） □増加 □不変 □減少 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □増加 □不変 □減少 

2 採算 
（１）今期（７月～９月と比べ） □好転 □不変 □悪化 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □好転 □不変 □悪化 

3 仕入単価 
（１）今期（７月～９月と比べ） □下落 □不変 □上昇 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □下落 □不変 □上昇 

4 従業員 
（１）今期（７月～９月と比べ） □不足 □不変 □過剰 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □不足 □不変 □過剰 

5 業況 
（１）今期（７月～９月と比べ） □好転 □不変 □悪化 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □好転 □不変 □悪化 

6 資金繰り 
（１）今期（７月～９月と比べ） □好転 □不変 □悪化 

（２）今後の先行き見通し（１月～３月） □好転 □不変 □悪化 

https://www.kawaguchicci.or.jp/realtime/
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問３ 貴社における地域貢献への取り組みについて伺います。 

問３－１ 地域貢献への取り組みを行っているかどうか、該当の項目を１つお選びください。 

□ １：行っている →（問３－２へ）  □ ２：行っていない →（問３－５へ）  
 
問３－２ 貴社で行っている具体的な地域貢献活動について、該当の項目をお選びください。 

（複数選択可） 

①経済の振興に関する活動 

□ １：地場産業の活性化   □ ２：商店街の活性化 

□ ３：特産品や農水産物など地域資源の活用  □ ４：創業支援や他企業の経営支援 

②文化・環境に関する活動 

□ ５：祭りや伝統行事の開催、維持、参加  □ ６：地域における文化やスポーツの振興 

□ ７：地域の美化や緑化  □ ８：地域の環境保全 

③教育に関する活動 

□ ９：経済・金融・消費者教育    □ 10：起業家教育   

□ 11：工場見学など企業活動の公開  □ 12：職場体験・インターンシップの受け入れ 

④雇用に関する活動 

□ 13：高齢者の雇用・就業支援        □ 14：障害者の雇用・就業支援 

□ 15：ニート・フリーターの雇用・就業支援  □ 16：ホームレスの雇用・就業支援 

□ 17：元受刑者の雇用・就業支援       □ 18：外国人労働者の雇用・就業支援 

⑤治安・安全・防災に関する活動 

  □ 19：防犯活動  □ 20：交通安全活動  □ 21：消防・防災活動 

⑥保険・医療・福祉に関する活動 

  □ 22：高齢者の生活支援  □ 23：障害者の生活支援 

  □ 24：生活困窮者やホームレスの支援  □ 25：食の安全確保  □ 26：育児支援 

⑦その他 他の取り組みがあればご記入ください。 

□ 27：その他（                                       ） 

   

問３－３ 質問３－２で回答した方にお伺いします。 上記の活動を行うことになった理由について、 

該当の項目をお選びください（複数選択可）。 

□ １：地域とのつながりの強化  □ ２：企業イメージの向上  □ ３：地域の活性化 

□ ４：行政・地域からの要請   □ ５：地域への利益の還元  □ ６：社内の活性化 

□ ７：従業員の確保       □ ８：この活動をするための企業（団体）だから 

□ ９：その他（                                     ） 

 

問３－４ 地域貢献への取り組みを行った結果、効果があったことを差支えなければ教えてください。 

 

問３－５ 質問３－１で「地域貢献への取り組みを行っていない」と回答した方にお伺いします。  

その理由について、該当の項目をお選びください。（複数選択可） 

   □ １：時間的な余裕がない   □ ２：きっかけがない  □ ３：経済的な余裕がない 

□ ４：何をやってよいか分からない  □ ５：メリットがない 

□ ６：その他（                                     ） 

 

問４ ※改めて全ての方に、お伺いします。 

自社が直面している経営上の問題等や地域の課題等、該当の項目をお選びください。 

（複数選択可） 
□ １：円相場に伴う経営への影響・見通し □ ２：受注単価・販売価格の動向 
□ ３：雇用の状況            □ ４：生産・出荷・在庫・輸出の状況 
□ ５：生産拠点の国内回帰の動き     □ ６：地域経済や地域産業の新たな動き 
□ ７：その他（                                     ） 

--業況感や付帯調査「問３～問４」に関する具体的なご意見や事例をコメント欄へお寄せいただきますようお願いい

たします。 

 

 

（コメント欄 
ご協力ありがとうございました。 


